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さ
て
、
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
に
関
し
て
は
今
世
紀
に
な
っ

て
注
目
が
集
ま
っ
て
き
た
。
ト
ル
コ
で
は
、
厳
密
な
る
写
本
校
訂

と
現
代
ト
ル
コ
語
訳
に
よ
る
刊
本
の
出
版
が
行
わ
れ
、
ま
た
ア
メ

リ
カ
と
ト
ル
コ
と
を
中
心
に
そ
の
内
容
に
関
し
て
国
際
的
な
研
究

が
進
め
ら
れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
エ
ヴ
リ
ヤ
・

チ
ェ
レ
ビ
ー
は
国
家
の
貴
顕
の
一
人
と
し
て
、
そ
の
域
内
移
動
は

一
般
私
人
と
は
異
な
り
、
公
的
統
制
を
受
け
ず
に
、
む
し
ろ
公
的

保
護
の
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ

ビ
ー
の
旅
行
記
の
記
載
に
は
、
単
純
に
旅
の
記
録
ば
か
り
で
な
く
、

各
地
の
伝
承
な
ど
詳
細
な
地
方
情
報
の
集
成
や
、
自
身
の
歩
測
に

よ
る
非
常
に
細
か
い
距
離
・
規
模
の
記
載
な
ど
内
容
に
独
自
性
が

認
め
ら
れ
る
。「
公
私
」
の
観
点
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
中
世
の
旅
行

記
文
学
と
そ
の
記
載
情
報
を
比
較
す
れ
ば
、
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ

ビ
ー
の
旅
行
記
、
す
な
わ
ち
こ
の
時
代
の
旅
行
記
の
特
徴
が
は
っ

き
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
視
点
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る

「
旅
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
人
類
史
に
お
け

る
「
旅
」
の
意
味
を
解
き
明
か
す
こ
と
の
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。

コ
メ
ン
ト
２

小

澤

実

一
二
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
の
西
地
中
海
世
界
に
事
例
を
求
め
た

関
哲
行
氏
に
対
し
、
わ
た
く
し
は
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
の
北

洋
世
界
（
北
大
西
洋
・
北
海
・
バ
ル
ト
海
）
か
ら
、
ス
カ
ン
デ
ィ

ナ
ヴ
ィ
ア
人
（
い
わ
ゆ
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
）
の
海
外
展
開
と
い
う

点
に
し
ぼ
っ
て
四
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

第
一
の
事
例
は
九
世
紀
末
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
商
人
オ
ウ
ッ
タ
ル
で

あ
る
。
彼
に
関
す
る
情
報
は
、
九
世
紀
末
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ア

ル
フ
レ
ッ
ド
大
王
の
宮
廷
で
編
纂
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
オ
ロ
シ

ウ
ス
『
対
異
教
駁
論
』
古
英
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
附
論
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
オ
ウ
ッ
タ
ル
は
記
録
の
中
で
三
つ
の
航
海
ル
ー
ト
を
紹

地
中
海
世
界
の
旅
人
た
ち
―
―
中
世
か
ら
近
世
へ
―
―
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介
し
て
い
る
。
第
一
に
彼
の
故
郷
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
ノ
ル

ウ
ェ
ー
北
部
か
ら
ロ
シ
ア
の
白
海
へ
と
い
た
る
ル
ー
ト
、
第
二
に

や
は
り
ノ
ル
ウ
ェ
ー
北
部
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
南
部
に
あ
る
当
時
ノ

ル
ウ
ェ
ー
最
大
の
交
易
地
で
あ
っ
た
カ
ウ
パ
ン
グ
へ
と
い
た
る
ル

ー
ト
、
第
三
に
カ
ウ
パ
ン
グ
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
最
大
の
交
易
地
ヘ

ゼ
ビ
ュ
ー
へ
と
い
た
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
商
人
で
あ
る
オ
ウ
ッ
タ

ル
は
、
こ
の
よ
う
な
交
易
ル
ー
ト
を
利
用
し
、
ロ
シ
ア
北
部
で
得

ら
れ
る
毛
皮
や
海
獣
の
牙
な
ど
を
カ
ウ
パ
ン
グ
や
ヘ
ゼ
ビ
ュ
ー
で

売
買
し
て
い
た
。

第
二
の
事
例
は
紀
元
千
年
前
後
を
生
き
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
レ

イ
フ
・
エ
ー
リ
ク
ソ
ン
で
あ
る
。
彼
に
ま
つ
わ
る
情
報
は
一
三
世

紀
半
ば
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
編
纂
さ
れ
た
『
赤
毛
の
エ
ー
リ
ク
の

サ
ガ
』
と
『
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
人
の
サ
ガ
』
と
い
う
二
つ
の
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
語
史
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
レ
イ
フ
は
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
よ
り
先
に
別
の
島
が
存
在
し
て
い
た
と
主
張
す
る
ビ
ャ
ル

ニ
・
ヘ
リ
ョ
ー
ル
フ
ソ
ン
の
言
を
信
じ
、
彼
の
船
を
手
に
入
れ
て

三
五
人
の
乗
組
員
と
と
も
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
西
方
へ
出
航
し

た
。
一
〇
〇
二
年
か
ら
一
〇
〇
三
年
に
か
け
て
彼
ら
一
行
は
、
現

在
の
カ
ナ
ダ
に
あ
る
バ
フ
ィ
ン
島
か
ら
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド

に
到
達
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
レ
イ
フ
の
新
大
陸
発
見
譚
は
、
ニ

ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
ラ
ン
ス
・
オ
・
メ
ド
で
紀
元
千
年
前
後

の
北
欧
人
の
居
住
地
跡
が
発
掘
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
的
事

実
と
し
て
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
こ
と
の
で
き
る
物
語
と
し
て
現

在
理
解
さ
れ
て
い
る
。

第
三
の
事
例
は
一
一
世
紀
前
半
に
ロ
シ
ア
を
越
え
て
東
方
世
界

に
遠
征
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
、
イ
ン
グ
ヴ

ァ
ー
ル
で
あ
る
。
彼
の
事
績
は
『
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
の
サ
ガ
』
な

ら
び
に
、
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
と
と
も
に
東
方
遠
征
を
行
っ
た
こ
と

を
証
言
す
る
三
〇
基
を
越
え
る
ル
ー
ン
石
碑
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
彼
ら
は
東
方
世
界
の
富
を
求
め
て
、
故
郷
で
あ
る
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
ウ
ッ
プ
ラ
ン
ド
を
出
立
し
、
ガ
ル
ザ
ル
と
呼
ば
れ
る

ロ
シ
ア
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。『
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
の
サ
ガ
』
そ

の
他
の
証
言
を
信
じ
る
と
す
れ
ば
、
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
一
行
は
、

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
を
こ
え
、
キ
エ
フ
か
ら
黒
海
へ
至
り
、
さ
ら
に
は
カ

ス
ピ
海
周
辺
ま
で
達
し
、
現
地
で
命
を
落
と
し
た
。

第
四
の
事
例
は
一
一
世
紀
前
半
の
ス
カ
ル
ド
詩
人
シ
グ
ヴ
ァ

ト
・
ソ
ー
ル
ザ
ル
ソ
ン
で
あ
る
。
ス
カ
ル
ド
詩
人
と
は
、
宮
廷
に

寄
食
し
、
王
や
有
力
者
ら
の
遠
征
に
同
行
し
て
彼
ら
を
顕
彰
す
る

ス
カ
ル
ド
詩
を
創
作
す
る
、
主
と
し
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
出
身
の
詩

人
を
指
す
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
シ
グ
ヴ
ァ
ト
は
、
も
と

も
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
オ
ー
ラ
ヴ
・
ハ
ー
ラ
ル
ソ
ン
の
宮
廷
に
仕
え

て
い
た
が
、
そ
の
後
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
間
に
あ

史
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る
ヴ
ェ
ス
テ
ル
イ
ェ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
在
地
有
力
者
ロ
グ
ン
ヴ
ァ
ル

ド
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
滞
在
し
て
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
王
ク
ヌ
ー
ト
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
ア
ー
ヌ
ン
ド
・
ヤ
コ
ブ
の
宮
廷
を
渡
り
歩
き
、

ロ
ー
マ
巡
礼
を
経
て
、
最
終
的
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
マ
グ
ヌ
ス
善

王
の
宮
廷
に
た
ど
り
着
い
た
。

以
上
、
紀
元
千
年
前
後
の
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
か
ら
、
交
易
、

植
民
、
略
奪
、
寄
食
と
い
う
四
つ
の
「
旅
人
」
の
事
例
を
挙
げ
た
。

た
だ
し
こ
れ
ら
の
事
例
を
、
関
哲
行
氏
が
提
示
し
た
三
つ
の
事
例

と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
し
か
に
地
理
空
間
と

い
う
点
で
は
、
関
氏
の
地
中
海
世
界
と
わ
た
く
し
の
北
洋
世
界

（
北
大
西
洋
・
北
海
・
バ
ル
ト
海
）
は
対
照
的
で
あ
る
が
、
時
代

と
い
う
点
で
は
わ
た
く
し
の
事
例
は
十
字
軍
以
前
の
時
代
、
他
方

で
関
氏
の
事
例
は
十
字
軍
以
降
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
旅
と
い
う

現
象
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
異
な
る
点

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
で
の
比
較
を
試
み
る
べ
き

だ
ろ
う
か
。
三
点
提
示
し
た
い
。
第
一
に
記
録
の
問
題
で
あ
る
。

紀
元
千
年
前
後
の
北
欧
に
ト
ゥ
デ
ラ
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
記
し
た
よ

う
な
自
伝
的
巡
礼
記
は
存
在
し
な
い
。
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の

旅
の
記
録
は
、
よ
り
遅
い
時
代
に
よ
う
や
く
記
録
さ
れ
は
じ
め
た
。

何
が
こ
の
差
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
旅
を
記
録
す
る
史

料
の
類
型
や
史
料
か
ら
取
得
さ
れ
る
情
報
の
質
を
比
較
す
る
こ
と

で
な
に
か
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
第
二
は
移
動
の
条
件
で

あ
る
。
関
哲
行
氏
の
事
例
で
は
、
中
世
後
期
の
地
中
海
世
界
で
は

宿
泊
施
設
や
先
人
の
旅
行
案
内
と
い
っ
た
移
動
の
た
め
の
公
共
的

条
件
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
紀
元
千
年
前

後
の
北
欧
に
同
様
の
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
人
々
は
移
動
を
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
厳
然
と
し
て
存
在

す
る
。
移
動
の
条
件
の
差
異
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
二
つ
の
時
空

間
の
差
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
第
三
は
支
配

者
と
の
関
係
で
あ
る
。
旅
と
い
う
と
わ
れ
わ
れ
私
的
な
も
の
を
想

像
し
が
ち
で
あ
る
が
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
支
配
者
に
よ
る
政
治
行
政
上
の
目
的
に
沿
っ

た
事
例
も
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
支
配
者
を
讃
え
る
詩
を
よ
む
ス
カ

ル
ド
詩
人
の
移
動
も
支
配
者
の
移
動
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
支

配
の
問
題
と
し
て
旅
と
い
う
行
為
を
見
直
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
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